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１．地区別計画について（位置づけ・目的） 
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  １．地区ごとの地域づくりの指針 

 総合計画において、市が主体的に取り組む政策や施策を取りまとめる一方で、地域づくり 

に当たり、地域が主体的に取り組む内容や協働で取り組む内容をまとめた計画 

 地区ごとに、地域の課題や特性、将来のありたい姿をはじめ、推進に当たっての役割分担 

などについてまとめる 

  ２．地域課題と全市的課題の双方の解決 

 市全体の課題と地域における課題は密接に関連していることを踏まえ、双方の解決を図 

るため、地域と行政で課題認識を共有し、役割分担の下解決を図る 

  ３．地域住民の参画促進による協働の推進 

 策定に当たっては、幅広い世代・立場の地域住民の参画を促進し、地域住民同士の対

話の機会を充実することで協働の契機とするため、地区別にワークショップを開催する 

 策定段階から住民参画を促すことで、より住民の意向に沿った計画内容とするとともに、 

地域づくりに関し住民の関心を高めることで、担い手の発掘を図る 



１．地区別計画について（構成イメージ①） 
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人口推計などのデータや 

地域の特性・課題 

地域の特性・課題を 

地図上に記入 



１．地区別計画について（構成イメージ②） 
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将来ビジョンや取組み 

の方向性、役割分担 

取組みの内容を 

地図上に記入 



２．地区別ワークショップについて（実施要領） 
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  １．実施時期 

 8月から1月にかけて、ワークショップ（2時間程度）を各地区3回ずつ実施する。 

 10月に別途実施予定の住民懇談会（あらお「しあわせ」探しトーク）までに少なくとも  

1回ずつ実施し、地区ごとに課題を集約しておく 

  ２．対象 

 多様な意見を集約するため、団体への所属に関わらず、幅広く住民の参画を募る 

 周知に当たっては、幅広い年齢層の方に届くよう、広報掲載のみならず、SNSを活用した

情報発信や、関係団体を通じたチラシ配布を行う（地区協議会会長会、行政協力会 

役員会、民生委員児童委員連合会協議会理事会、各小中学校・幼稚園・保育園等） 

  ３．実施方法（検討中） 

 1回目：地域の魅力や課題（困りごと）の収集、地図への落とし込み 

 2回目：ありたい姿の具体化と共有、課題解決に向けた対策の検討 

 3回目：対策の優先順位や実施時期、役割分担について協議 


